
（
大
津
波
後
の
街
）

東
海
文
芸
　
祥
風
苑
５
月

短
歌
教
室
　
６
月
13
日

〝
走
れ
ど
も
ラ
イ
ト
の
先

に
灯
り
無
く
暗
闇
続
く
津

波
後
の
街
〟（

佐
藤
富
二
雄
）

〝
寒
月
に
照
ら
さ
れ
浮
か

ぶ
白
き
物
ガ
レ
キ
と
な
り

し
蔵
の
白
壁
〟

（
佐
藤
富
二
雄
）

３
・
11
の
東
日
本
大
震

災
。
世
界
は
い
ろ
い
ろ
な

関
心
を
持
っ
て
注
目
ま
し

た
。
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
防
波
堤
を
根
こ
そ
ぎ
に

破
壊
し
、
街
を
呑
み
壊
滅

さ
せ
た
想
像
を
絶
す
る
自

然
の
巨
大
な
力
、
こ
の
大

災
害
に
暴
徒
化
せ
ず
に
忍

耐
を
も
っ
て
対
応
し
た
草

の
根
の
人
々
と
そ
れ
を
支

え
た
地
域
文
化
、
中
央
政

府
の
対
応
の
ス
ロ
ー
な
こ

と
、
行
政
シ
ス
テ
ム
機
能

の
不
全
な
こ
と
、
こ
れ
ら

は
日
本
一
国
に
と
ど
ま
ら

ず
、
二
十
一
世
紀
の
文
明

社
会
と
地
球
全
体
を
包
む

重
大
な
関
心
事
で
あ
り
ま

す
。
幸
い
に
も
、
五
葉
山
、

氷
上
山
、
今
出
山
の
麓
の

街
や
集
落
は
災
害
か
ら
逃

れ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、

気
仙
地
方
は
ど
の
よ
う
に

た
ち
上
が
る
べ
き
か
。
５

月
12
日
の
気
仙
沼
市
、
13

日
の
大
船
渡
市
で
開
催
さ

れ
た
「
森
と
水
と
命
の
惑

星
」
国
際
会
議
宣
言
に
は

気
仙
地
方
か
ら
世
界
に
向

か
っ
て
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

（
土
の
湿
り
）

東
海
文
芸
　
あ
じ
さ
ゐ

俳
句
会
（
５
月
）
　
５
月

13
日

〝
代
掻
い
て
映
る
も
の
み

な
セ
ピ
ア
色
〟（

村
上
廸
弘
）

〝
燕
来
る
程
好
き
湿
り
の

土
〟

（
村
上
　
廸
弘
）

〝
避
難
地
に
句
友
の
あ
り

て
新
茶
汲
む
〟（

菅
原
和
子
）

〝
お
骨
な
き
妹
の
弔
ひ
五

月
雨
〟

（
菅
原
和
子
）

〝
新
鋭
機
音
軽
や
か
に
田

植
え
か
な
〟（

小
島
一
三
）

〝
ふ
る
さ
と
の
歌
手
コ
ン

サ
ー
ト
夏
来
る
〟

（
小
島
一
三
）

水
田
稲
作
作
業
も
機
械

化
が
進
み
田
植
え
は
機
械

で
行
う
こ
と
が
出
来
ま

す
。
腰
を
曲
げ
て
の
労
働

を
省
け
ま
す
の
で
、
そ
の

分
だ
け
気
分
に
余
裕
が
出

来
、
夜
に
は
夏
の
コ
ン
サ

ー
ト
も
楽
し
め
ま
す
。〟

代
掻
は
手
で
行
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
、
土
の
湿
り

気
の
具
合
を
敏
感
に
感
じ

取
っ
て
お
り
ま
す
。
田
仕

事
が
休
み
の
日
に
、
句
友

と
新
茶
を
汲
む
。〟
朋
あ

り
遠
方
よ
り
来
る
あ
り
、

亦
嬉
し
か
ら
ず
や
（
論

語
）〟、
ま
さ
に
、
宮
沢
賢

治
が
求
め
た
農
民
芸
術
概

論
の
世
界
が
展
開
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

「
鬼
」
と
「
鎮
魂
」

６
月
12
日
の
第
７
面
に

「
国
立
劇
場
で
鎮
魂
の
舞

い
　
23
日
本
番
、
け
い
こ

に
熱
　
日
頃
市
の
板
用
肩

怒
剣
舞
「
気
仙
代
表
の
気

持
ち
で
」
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
お
り
ま
す
。
日

本
の
「
鎮
魂
」
の
文
化
は

縄
文
ま
で
ル
ー
ツ
を
た
ど

れ
ま
す
。
い
う
な
れ
ば
、

「
鎮
魂
」
は
日
本
文
化
の

奥
に
脈
々
と
流
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

江
戸
時
代
に
気
仙
地
方

が
生
み
出
し
た
鬼
剣
舞
、

鹿
踊
り
ら
の
郷
土
芸
能

は
、
こ
の
流
れ
を
く
む
も

の
で
す
。
一
万
年
以
上
も

続
い
た
縄
文
文
化
、
そ
れ

を
征
服
し
た
、
弥
生
文
化

と
大
和
朝
廷
文
化
、「
鎮

魂
」
は
こ
れ
ら
文
化
の
つ

な
が
り
の
な
か
か
ら
生
ま

れ
て
来
ま
し
た
。
気
仙
の

地
名
に
は
蝦
夷
、
ア
イ
ヌ

か
ら
き
て
い
る
も
の
が
沢

山
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ら
が
漢
字
と
つ
な
が

っ
て
い
ろ
い
ろ
に
使
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
サ
カ
リ
、

イ
カ
ワ
、
タ
ッ
コ
ン
、
ヒ

コ
ロ
イ
チ
、
オ
キ
ラ
イ
な

ど
で
す
。

第
２
面
の
コ
ラ
ム
気
仙

坂
の
「
越
喜
来
チ
ル
ド
レ

ン
」
は
大
船
渡
市
三
陸
町

越
喜
来
の
三
陸
キ
ャ
ン
パ

ス
で
青
春
の
３
年
間
を
過

ご
し
た
北
里
大
学
水
産
学

部
の
卒
業
生
た
ち
が
、
震

災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
第
二
の
故
郷
の
復
興
を

願
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

を
つ
づ
り
、
行
動
を
し
て

い
る
事
を
記
載
し
て
お
り

ま
す
。

「
越
喜
来
」
は
昔
は
「
越

鬼
来
」
と
い
う
漢
字
を
あ

て
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

「
鬼
」
と
「
鎮
魂
」
は
歴
史

の
奥
で
深
く
つ
な
が
っ
て

お
り
ま
す
。
古
来
、
日
本

文
化
に
は「
荒
魂
」と「
鎮

魂
」
の
両
方
の
流
れ
が
在

り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
経
験

か
ら
、
気
仙
地
域
に
「
荒

魂
」
と
「
鎮
魂
」
の
調
和

に
よ
る
世
界
に
通
じ
る
文

明
思
想
と
社
会
シ
ス
テ
ム

の
構
築
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
便
所
の
な
い
マ
ン
シ

ョ
ン
）

６
月
14
日
の
第
６
面
に

「
復
興
応
援
ツ
ア
ー
盛
況

被
災
地
の
現
状
伝
え
る

宮
古
か
ら
宮
城
ま
で
南
下

気
仙
の
歴
史
、
文
化
も
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
ツ
ア
—
も
福

島
県
ま
で
は
脚
を
伸
ば
し

て
い
な
い
。

３
・
11
の
東
日
本
大
震

災
は
陸
前
国
、
陸
中
国
、

陸
奥
国
の
三
陸
の
国
を
巻

き
込
ん
だ
大
震
災
で
あ
っ

た
。
最
も
悲
惨
な
被
害
を

こ
う
む
っ
た
の
は
地
震
津

波
の
自
然
災
害
に
加
え
原

発
事
故
に
よ
る
災
害
を
こ

う
む
っ
た
福
島
県
の
太
平

洋
海
岸
地
方
で
す
。
こ
れ

ら
原
発
被
害
地
域
は
立
ち

入
り
禁
止
の
状
態
な
の
で

す
。
目
に
見
え
な
い
放
射

能
汚
染
の
恐
ろ
し
さ
が
現

実
の
生
活
に
及
ん
で
お
り

ま
す
。

現
在
の
科
学
技
術
で
は

安
全
な
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
と
処
理
シ
ス
テ
ム

の
構
築
は
で
き
な
い
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
即
こ
の

た
め
に
、
原
子
力
発
電
所

は
（
便
所
の
な
い
マ
ン
シ

ョ
ン
）
と
言
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。

第
５
面
の
「
無
我
に
て

候
　
澤
木
興
道
と
ヤ
マ
キ

さ
ん
（
55
）
　
大
船
渡
市

盛
町
　
狩
集
　
憲
彦
」
に

は
便
所
掃
除
と
禅
の
教
え

の
つ
な
が
り
が
記
述
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
便
所
と
便

所
掃
除
は
ま
さ
に
、
禅
の

説
く
「
心
身
一
如
」
の
実

践
と
認
識
の
は
じ
ま
り
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

㊽

「森と水と命の惑星」国際会議
～地域と世界の心と魂を詠む～


